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自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
に

関
す
る
補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト

防災

耐
震
改
修
補
助
金
に
新
た
な

補
助
内
容
が
加
わ
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
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１
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線
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構成世帯数 補助限度額
　　100 世帯未満  20,000 円
　　100 ～ 199 世帯  40,000 円
　　200 ～ 299 世帯  60,000 円
　　300 ～ 399 世帯  80,000 円
　　400 ～ 499 世帯 100,000 円
　　500 世帯以上 120,000 円

【表１】　①および②の事業の場合
構成世帯数 補助限度額

　　100 世帯未満 100,000 円
　　100 ～ 199 世帯 200,000 円
　　200 ～ 299 世帯 300,000 円
　　300 ～ 399 世帯 400,000 円
　　400 ～ 499 世帯 500,000 円
　　500 世帯以上 600,000 円

【表２】　③の事業の場合　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
た
め
、
新
た
に
自
主
防
災
組

織
活
動
の
支
援
に
関
す
る
補
助
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

  

自
主
防
災
組
織
と
は

　
災
害
対
策
基
本
法
に
お
い
て
、

「
住
民
の
隣
保
協
働
の
精
神
に
基

づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
現
状

　
活
動
を
休
止
し
て
い
る
組
織
を

含
め
、
30
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。

  

補
助
制
度
の
概
要

○
交
付
対
象
　
市
内
居
住
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

で
、
規
約
お
よ
び
防
災
計
画
を

定
め
て
い
る
組
織

○
対
象
事
業
と
対
象
経
費

①
組
織
設
立
支
援
事
業
　
自
主
防

災
組
織
の
設
立
に
要
す
る
経
費

②
啓
発
事
業
等
支
援
事
業
　
自
主

防
災
組
織
が
行
う
啓
発
事
業
な

ど
に
要
す
る
経
費

※
啓
発
事
業
な
ど
と
は
、
防
災
講

座
、
防
災
訓
練
な
ど
、
自
主
防

災
組
織
と
し
て
防
災
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

③
資
機
材
等
購
入
支
援
事
業
　
自

主
防
災
組
織
が
購
入
す
る
資
機

材
な
ど
に
要
す
る
費
用

○
補
助
率
　
①
か
ら
③
の
い
ず
れ

の
事
業
も
、
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内

○
補
助
限
度
額
　
補
助
対
象
と
な

る
自
主
防
災
組
織
の
構
成
世
帯

数
に
応
じ
、
下
表
（【
表
１
】

お
よ
び
【
表
２
】）
の
金
額
を

上
限
額
と
し
ま
す
。

住宅
　
市
で
は
、
耐
震
改
修
事
業
と
し

て
こ
れ
ま
で
補
助
を
行
っ
て
き
た

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
の
ほ

か
に
、
補
助
対
象
と
な
る
事
業
を

新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。
住
宅
の

耐
震
改
修
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
費
用
へ
の
補
助

○
補
助
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）

・
木
造
在
来
工
法
以
外
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
な
ど
一
部
の

構
造
は
対
象
外
）

○
補
助
金
額
　
一
戸
建
て
住
宅
の

場
合
、
耐
震
診
断
費
用
の
３
分

の
２
以
内
で
限
度
額
８
万
９
千

円

※
な
お
、
木
造
在
来
工
法
の
一
戸

建
て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
か

ら
耐
震
診
断
士
を
派
遣
す
る
耐

震
診
断
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

耐
震
改
修
工
事
費
用
へ
の
補
助

○
補
助
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
住
宅

・
市
が
実
施
、
ま
た
は
補
助
金
を

交
付
し
た
精
密
耐
震
診
断
の
結

果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
住
宅

・
前
記
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
よ

り
、
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
現
地
建
替
え
工

事
を
実
施
す
る
住
宅

○
補
助
金
額
　
該
当
す
る
工
事
費

の
２
分
の
１
以
内
で
限
度
額

６０
万
円

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、

引
き
続
き
「
中
野
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
住
宅
な
ど

の
耐
震
化
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
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（
内
線
２
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本
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
の
第

１
号
被
保
険
者
の
方
が
、
交
通
事

故
な
ど
の
第
三
者
行
為
を
起
因
と

し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

 

交
通
事
故
な
ど
（
第
三
者
行
為
） 

 

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

 

に
つ
い
て
　

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
方

は
、
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
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人権

交
通
事
故
な
ど
（
第
三
者
行
為
）
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

保険

受
け
る
時
は
市
へ
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

為
に
よ
っ
て
状
態
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
掛
か
っ
た
費
用
は
加
害

者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
の

で
、
市
が
一
時
的
に
立
て
替
え
た

後
で
加
害
者
へ
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
市
へ
届
け
出
が
必
要

　
市
が
支
払
っ
た
介
護
給
付
が
第

三
者
行
為
に
よ
る
も
の
か
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
交
通
事

故
な
ど
に
よ
り
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
場
合
や
、
状
態
が
悪
化
し

た
場
合
な
ど
は
、
高
齢
者
支
援
課

へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
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昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
次
の
日
程

で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り
の
こ
と

や
悩
み
ご
と
（
差
別
、
虐
待
、
い

じ
め
な
ど
の
人
権
に
関
わ
る
問

題)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
６
月
１
日
㈬

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
職
務

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
侵
害
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
に
調
査
お
よ
び
情
報
の
収
集
を

行
い
、
長
野
地
方
法
務
局
へ
の
報

告
、
ま
た
は
関
係
機
関
に
対
し
て

告
発
や
勧
告
を
行
う
な
ど
、
適
切

な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
を
職
務
と

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
調
整
係

（
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）
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長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎
０
２
６
９
�
２
３
０
２

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

氏名 担当地区
山
やまぎし

岸巧
たくみ

中野
長
ながはり

針純
じゅんこ

香 中野
小
こばやし

林喜
き よ こ

世子 中野
中
なかやま

山千
ち え こ

恵子 日野・延徳
西
にしはら

原久
ひ さ え

惠 平野・高丘
髙
たかはし

橋秀
ひ で こ

子 平岡・長丘
宮
みやざわ

澤和
か ず み

三 科野・倭
丸
まるやま

山康
やすのり

憲 豊井
瀧
たきざわ

澤洋
よ う こ

子 永田

人権擁護委員名簿

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請
受
付
中

給付金
　「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

が
及
び
に
く
い
高
齢
者
の
方
へ
、

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

Ｑ　

支
給
対
象
者
は
？

Ａ
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す

方
で
す
。

○
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方

○
平
成
27
年
度
市
民
税（
均
等
割
）

が
非
課
税
で
あ
る
方

※
た
だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
親
族

な
ど
は
除
き
ま
す
。

○
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
）

○
生
活
保
護
の
被
保
護
者
で
な
い

方
Ｑ　

支
給
額
は
？

Ａ
　
１
人
当
た
り
３
万
円
で
す
。

Ｑ　

ど
う
す
れ
ば
も
ら
え
る
の
？

Ａ
　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
４
月
中
旬
に
申
請
書
類
な

ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
書
類

が
届
い
た
方
は
、
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
支

給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申

請
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係
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※いずれの会場も、土・日・祝日は除く。

▼受付場所および期間
場　所 期　間 時　間

市役所１階　行政委員会
室前（市民ホール） ５月13日㈮まで 午前９時～

午後５時

福祉課 ５月16日㈪～
７月15日㈮

午前８時30分～
午後５時15分

豊田支所　地域振興課 ７月15日㈮まで 午前８時30分～
午後５時15分

確認じゃ！

６
月
１
日
は

▲厚生労働省
広報キャラクター
「カクニンジャ」


